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Discussion on Moral Teaching in Special Needs Class
－ Practice with Roll Playing and Social Skills Training －
Daiju IWATAKI*
Abstract:　 In 2009, part of the new guidelines for teaching (2008) was put into practice in elementary and middle
schools in Japan. Teachers are expected to nurture rich humanity of children, by teaching morals while modifying
and adding spice to conventional moral education, and promote moral teaching according to developmental levels of
students. It has been suggested that it is effective to proactively include role playing, etc. in class for senior students.
In addition, the introduction of group exercise, such as social skills training (SST), is attracting attention. Various
modifications and innovations are expected in moral teaching. On the other hand, most special needs schools conduct
moral teaching in comprehensive school education, without doing it as independent class. In this study, the meanings
of the setting of a moral class and the introduction of role playing and SST were discussed, with the purpose of
promoting moral teaching in a special needs class. As a result, significant differences were observed in the thoughtful
thinking and behavior of children. This result indicates the possibility that the moral teaching in a special needs class
will develop morality and children will become kind and thoughtful. 




































































RP や SST などに関しても，道徳的価値を深めるための手法
としてとらえていくことが，「道徳の時間」の充実につなが
る重要な点であると判断できる。つまり，「道徳の時間」の

































































































待されている男児 3 名，女児 1 名。主な器質的背景として
は，高機能自閉症・LD・注意欠陥多動性障害（Attention













































































































































































ントを特別支援学級担当教員 6 名（男性 2 名，女性 4 名。教





















因子から 4 項目，③と④の因子から 3 項目ずつを抽出し，合
計 14 項目を用いることとした（4 件法）。なお，使用した項
目に関しては Appendix.1 に示す。
2.4　アセスメントおよび「道徳の時間」での実践時期







































































B に有意な，A と C に有意傾向である得点の上昇が確認
された。
3）友だちの気持ちになって行動している
全員に得点の変容が確認され，得点の上昇が B と C で有












A と B に有意な，C に有意傾向である得点の上昇が確認
された。
2）セルフコントロール
A と B および D に有意な得点の上昇が確認された。
3）仲間関与スキル
B と C に有意な，D に有意傾向である得点の上昇が確認
された。
4）言語的コミュニケーションスキル






































































































































































































































2）RP および SST の導入
高機能自閉症においては，「相手の気持ちがわからない」
などの対人関係を主とする問題が指摘されており（永井，
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特別支援学級における「道徳の時間」の検討
－役割演技とソーシャルスキルトレーニングを用いた実践－
岩瀧　大樹
（東京海洋大学海洋科学部教職課程非常勤講師）
要旨：　平成 20 年改訂の新しい学習指導要領においては，「道徳の時間」を中心とし，従来の道徳教育に
さらなる工夫や検討を加えることで，子どもたちの豊かな人間性を育成していくことが求められている。
その中でも，特に高学年の児童に関しては，役割演技などを取り入れることが有効的であることが指摘さ
れている。さらに，「道徳の時間」での SST などのグループエクササイズの導入にも着目されており，今
後，より多くの工夫や展開が期待されていると判断できる。また，特別支援学校などにおいては，道徳教
育は学校教育活動全体を中心として実施されることが多く，「道徳の時間」として取り上げられる場合は
少ないことが見受けられる。このことから，本研究では特別支援学級における「道徳の時間」を設定し，
実践を行うととともに，「道徳の時間」に役割演技や SST などを用いていく効果について検討を行った。
その結果，他者の気持ちになって考えたり，行動をしたりする項目に変容が確認され，子どもたちの他者
に親切にしたり，思いやりをもって接しようとする道徳的実践力の育成に資する可能性が示された。
キーワード：　道徳，特別支援教育
岩瀧大樹24
